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夏
が
来
れ
ば
思
い
出
す
の
が

「
は
る
か
な
尾
瀬
」
こ
れ
は
唄
の
文

句
だ
が
、
私
は
三
月
下
旬 

現
地
で
は
未
だ
雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
銀
世

界
を
思
い
出
す
。
大
学

一
年
生
の
ク
ラ
ブ
春
合
宿
が
尾
瀬

ヶ
原
で
、

大
阪
か
ら
東
京
は
在
来
線
、
そ
し
て
上
野
か
ら
夜
行
列
車
に
乗
り
込

ん
だ
。
乗
客
は
ス
キ
ー
道
具

・
キ
ス
リ
ン
グ

（
帆
布
で
出
来
た
縦
長

大
型
リ

ュ
ッ
ク
サ

ッ
ク
）
等
の
荷
物
が
多
く
乗
り
込
む
の
が
大
変
、

降
り
る
時
も
荷
物
を
探
し
出
し
て
列
車
か
ら
降
ろ
す
事
が
も

っ
と

大
変
で
、
皆
自
分
の
荷
物
を
駅
に
よ
く
降
ろ
せ
た
事
だ
！
多
分
運
転

手
も
時
間
が
掛
る
の
を
想
定
し
て
、
停
車
時
間
を
延
ば
し
て
く
れ
た

の
だ
ろ
う
。
多
く
の
客
は
越
後
の
ス
キ
ー
場
ら
し
い
。
と
も
か
く
荷

物
が
多
い
、
食
料
品
の

一
部
は
長
蔵
小
屋
や
他
の
所
に
秋
の
内
に
デ

ポ
し
て
あ

っ
て
も
、
冬
装
備
な
の
で
着
替
え
も
分
厚
く
嵩
張

っ
た
毛

の
パ

ッ
チ
や
シ
ャ
ツ
。
初
日
は
鳩
待
山
荘
、
山
小
屋
で
よ
か

っ
た
！

翌
日
ス
キ
ー
で
至
仏
山
へ
、
当
然
登
り
は
シ
ー
ル
を
付
け
て
。
翌
々

日
は
全
装
備
を
担
い
で
ス
キ
ー
で
移
動
。
こ
け
る
と
さ
ぁ
ー
大
変
！

一
人
で
は
起
き
上
が
る
事
が
出
来
な
か

っ
た
。
そ
の
夜
は
雪
上
テ
ン

ト
、
冬
用
で
な
い
寝
袋
で
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
の
上
で
寝
る
が
、
ザ

ッ
ク

に
足
側
を
入
れ
て
も
寒
い
こ
と
夥
し
く 

テ
ン
ト
内
に
も
氷
が
。 

特
に
下

っ
端
の

一
年
生
は
滅
茶
苦
茶
し
ん
ど
か

っ
た
し
、
つ
ら
か

っ

た
事
も
多
か

っ
た
が
、
今
思
い
返
せ
ば
懐
か
し
く
、
笑
い
話
に
な
る
。 

時
々
会
う
同
期
仲
間
で
水
芭
蕉
を
見
に
六
月
初
旬
尾
瀬

ヶ
原
へ

と
の
話
に
な
り
、
即
決
。
同
期
仲
間
５
人
で
五
十
年
振
り
に
初
夏
の

尾
瀬

ヶ
原
へ
、
山
に
登
ら
ず
花
を
求
め
て
。
今
で
も
尾
瀬
は
遠
い
、

新
幹
線
を
乗
り
継
い
で
、
バ
ス
も
乗
り
継
い
で
。
そ
し
て
鳩
待
峠
か

ら
山
の
鼻
小
屋
へ
。
東
京
か
ら
日
帰
り
の
バ
ス
が
出
て
い
る
の
で
、

大
勢
の
観
光
客
が
押
し
寄
せ
て
い
た
。
山

の
鼻
は
規
模
が
小
さ
い
の
で
家
庭
的
な
雰

囲
気
で
我
々
だ
け
で

一
部
屋
。
食
事
も
手

作
り
な
の
か
美
味
し
い
、
ビ
ー
ル
が
進
む
。

お
風
呂
は
自
然
保
護
の
為
シ
ャ
ン
プ
ー

・

石
鹸
禁
止
！
歯
磨
き
粉
も
禁
止
！
で
も
浸

か
る
だ
け
で
ほ

っ
こ
り
！
ト
イ
レ
も
水
洗

だ
が
紙
は
別
の
容
器
に
。
近
く
に
東
電
の

水
力
発
電
所
も
あ
り
水
も
電
気
も
豊
富
だ

が
、
下
水
処
理
だ
け
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

下
界
に
降
ろ
し
て
処
理
す
る
様
だ
。
ク
マ
除
け
の
鉦
が
ぶ
ら
下
が

っ

て
い
た
り
、
水
芭
蕉
も
そ
こ
こ
こ
に
。
翌
日 

湿
地
帯
の
木
道
を
長

蔵
小
屋
へ
、
途
中
見
晴
の
小
屋
で
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
。
ピ
ン
ク
の
シ

ョ
ウ
ジ

ョ
ウ
バ
カ
マ
、
黄
色
い
リ

ュ
ウ
キ
ン
カ
、
あ

っ
、
白
い
花
は

ニ
リ
ン
ソ
ウ
だ
、
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
、
ワ
タ
ス
ゲ
も
。
ま
だ
ま
だ
名
も
知

ら
ぬ
花
々
が
！
白
砂
峠
付
近
は
残
雪
が
多
く
歩
き
難
い
が

三
十
分

程
で
尾
瀬
沼
。
長
蔵
小
屋
は
大
き
い
た
め
食
事
も
機
械
的
で
内
容
も

今

一
、
宿
泊
客
が
多
い
と
仕
方
な
い
か
。
で
も
周
辺
の
景
色
は
最
高
、

燧
岳
も
沼
に
写

っ
て
い
て
感
激
。
二
泊
三
日
の
旅
費
は
占
め
て
六
万

六
千
円
は
安
い
？
こ
れ
で
夏
が
来
れ
ば
、
人
並
み
に
尾
瀬
を
思
い
出

す
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
銀
世
界
の
こ
と
も
忘
れ
ず
に
！ 

 
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 

投稿 

「
大
阪
の
い
ぶ
き
１
１
８
号
」
投
稿 


